











係》Anatomischer Atlas des Menschlichen Körpers in natürlicher Größe, Lage und Verbindung der Theile in 




















Investigation of Venensystem by C. W. Braune: 


















体の静脈系』Das Venensystem des menschlichen Körpers （1884）であり、図版も掲載されているが、白
黒であり、書籍であるため本資料とは異なる。ライプツィヒ大学のデジタルアーカイブで参照でき
る「人体の静脈系, 編集者W. ブラウネ,  I. 解剖と臨床の関係における人体の大腿静脈 第二版」Das 
Venensystem des menschlichen Körpers, Herausgegeben von Wilhelm Braune. I. Die oberschenkelvene des 



































































































































作は以下のとおりである。Das Venensystem des menschlichen Körpers （1884）, Die bei der Untersuchung von 
Gelenkbewegungen anzuwendende Methode erläutert am Gelenkmechanismus der Vorderarms beim Menschen 
（1885）,  Topographisch-anatomischer Atlas nach Durchschnitten an gefrornen Cadavern, （1872）, Leitfaden für 
die Präparanten der anatomischen Anstalt in Leipzig （1883）
iv  「九枚ノ内」の九に取り消し線があり、「八枚ノ内」とされているが、もともと9点存在していたかどう
かは判明していない。
v  ベンジャミン・A・リフキン他著 『人体解剖図 －人体の謎を探る500年史－』2007年, 二見書房, p.303.
vi  『医学と芸術 MEDICINE & ART 生命と愛の未来を探る －ダ・ヴィンチ、王拳、デミアンハースト』
2009年, 平凡社
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資料紹介　《ブラウネ静脈図》―金沢大学資料館医学教示図コレクションから―
図1　taf. I（胸部の静脈系図）
図2　taf. III（腋の静脈系図） 図3　taf. IV（胴体の静脈系図）
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図4　taf. V（足の静脈系図）
図6　taf. VII（脚の静脈系図） 図7　taf. VIII（脚の静脈系図）
図5　taf. VI（足の静脈系図）
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資料紹介　《ブラウネ静脈図》―金沢大学資料館医学教示図コレクションから―
図8　 《成医学校蔵版人体 
局所解剖図》第二十図
図9　《ブラウネ静脈図》裏面
図10　taf. 7の部分
図12　ブラウネの冷凍裁断図 図13　《セキンゲル　凍氷分娩裁断図》
図11
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図16　図17の部分
図18　図19の部分
図17　taf. Iの部分
図19　taf. VIの部分
図14　《ブラウネ静脈図》の下部分にある署名や出版社名
図15　裏打ちの厚紙
— 9—
資料紹介　《ブラウネ静脈図》―金沢大学資料館医学教示図コレクションから―
